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金ならびに労働諸条件,すなわち団体交渉の中′しヽ

的な事項を対象にする
。)。

この藤林の労使関係に対する二元論的理解―一

第一次関係と第二次関係一一は,森においてはこう

なる。労働能率の大きさを左右する要因を中心に

考慮するならば,「労働意思管理Jと「労働力管理」

に,第一次関係 と第二次関係がそれぞれ対応せ し

められよう。また森の別のとらえ方では「従業員

関係Jと 「労使関係Jも 同じように対応ブけられ

るの
。さらに森の理解による場合,従来の二系統の

労務管理論の考え方である「協力関係形成説」 と

「労働力有効利用説」は゜,藤林の労使関係二元論

の,第一次関係 と第二次関係に対応させ られる。

藤林の労使関係論→二元論的把握に確実に依拠

しているところがある森の「経営労務論」。「労務管

理論Jの主張における骨格内容に対 しては,労資

の基本的な対立・抗争の関係から目をさけて,意

識的に く協力的関係〉を強調 し,現実的な分配関

係に焦点をすえようとする資本家的思考がはいっ

てしまうことを見逃 しえないとか";労務管理が

専制的な資本家の指導 としておこなわれるひとつ

の根拠がそこにあるとともに, また経営者が労務

管理の対象として管理 される立場にさえ立たされ

る客観的基盤がある
10)と いうような「批判経営

学Jか ら加えられる諸批判がある。

このような森への批判点は,彼の経営労務論 (労

務管理論)に対 して与えられる「批判経営学Jの立

場からの論難であるという点において,なお森の

理論主張の核心に対 した内在的な分析にもとづ く

見解であるとはいえない面を残す。なぜならば森

がおこなう藤林「労使関係論」理解は,あ くまで

も労使関係 (論)や労務管理 (論 )に関係する諸問

題を考察するさいの,分析のための概念用具――

第一次関係と第二次関係一一になるものであって,

「資本家的思考Jや「客観的基盤Jう んぬんから

森に返される批判は,藤林や森にとって予想外の
,

特定の見方にもとづいて,与 えられるそれと感受

されるか もしれないか らである。「没価値」(die

Wertfrdhdt=「価値自由」)的 な事実認識を強調す

る森の経営労務論にとって, また労務管理に関す

る経営実践的ないしそれへの批判的学問が労務管

理論であると説明する森にとって,前述のごとき

「批判経営学Jか らの批半Jは 当初からしてかみあ

わせの悪さをきたすだろう。

森 も労務管理の定義づけにおいて,そ れは企業

主体が長期的な企業利潤の最大限の維持獲得を可

能にする,一連の諸施策であり,そ の具体的形態

は,歴史的・社会的諸条件に応 じて発展変化する

と述べている。この森の見解 と,森に対する「批

判経営学」からの批判 とのあいだに,本質的認識・

1巴握においていかほどの距離があ りうるか という

なら、それは正直なところ根本的には五十歩百歩

の関係になろう。いずれにせよ「経営労務論J「労

務管理論Jに関 してとはいわないまでも,学問研

究のあり方 として「没価値」(「価値自由」)と いう学

問的な分析上の見地に深 くかかわり, またそこで

見解の相違 を表相的に大きく生む,双方の立場に

おける思考の方法のちがいが, ここでは大事な論

点として残されている。森の見解に関して「資本

家的思考Jがはいっているなどと詰間されるにい

たっては,森には傍迷惑かもしれないと推察する

しだいである。

森に対する,資本主義企業における資本家的管

理機能の連続性をあいまいにするとの批判も
1lt

以上前段における論点 と同様な意味あいを示唆 し

ており,彼の立場がさしじめす方向性 とは,は じ

めから議論がかみあう素地を有しえない。

筆者は,森の「経営労務論Jや「労務管理論J

による分析視座のほうが, 日本の企業における労

務管理問題の解明方途 として判断するとき, より

有効かつ適合的=現実的ではないかと評価してい

る〔注調〕Ъ「批判経営学Jが森の「経営労務論J「労

務管理論」に与える く批判〉は,確かに本質的論

点をかき出しえている。けれどもそれ以上に積極

的な学問検討上の意義は薄利なものになるほかな

しヽ。「没価値J(「価値自由J)を強調する森の論旨に,

特定の「価値 〔批判〕論Jを相付 して,そ れも客

観的であると称 してく批判〉じ論詰するや り方が,

はたして学問的対話を十全に実現させ うるのか ,

さらには,い かほど実 りある成果を期待 しうるの

か, とくと考えてみたい点である。この筆者の意

見は「没価値」→「価値 自由Jが,価イ直からの自

由を意味するとともに価値への自由をも含意する

ことを承知のうえでいうものである。

森の経営労務論における理論的な主張は,現実

的な分析研究のための出発点を形成することに努

力を傾けているのに対比して,「批判経営学J側 の

論点の観′点は, なお現実把握においてより本質面

の認識をめざし,相当程度 《下向の方法》の見方

に固執する傾向があり,別のいい方をすれば,そ

れ(下声
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のであるから,歴史的・社会科学的立場に立つ客観

的・技術論的労務管理論である1)。

この森に関する理解は『新訂労務管理概論』(昭

和51年 )『経営労務論』(昭和52年 )を含め,彼の労

務学説理論全体に妥当するもの として,拡大解釈

しながら受けとめてよい。「経営労務論」は関連対

象の没価値的事実認識の学問であ り,「労務管理

論」は経却 的ないし経営実践への批判的学問で

あると,森が言明していることから,前記の森学

説のとらえ方には無理がないといえる。

また森の最近作である前掲二書における研究成

果を吟味するとき, 日本独 自の経営労働の条件を

織 りこんだ「日本の労務管理論」の成立が期待 さ

れなければならない2)と
する要求に対 しては, い

ままでのところ, もっともそれにかなうであろう

理論展開 と内容研究をかねそなえている日本の労

務管理論は,森の学説理論以外にはみあたらない

と判断できる。この観点において筆者は,森の経

営労務論 (労務管理論)の立場は日本的な労務管理

論の成立の途にむけて重要な一翼を形成 しうる理

論展望・研究志向性を包摂する, と評価 したいの

である。古 くは『戦後日本の労務管理』(昭和36年 )

『中小企業の労務管理』(昭和38年 ),新 しくは『日

本労務管理の現代化』(昭和52年 )『経営労務論』(同

年)な どは,そ うした筆者の解釈 を裏づけ支持して

くれる著作である。

例証的に,日 本の労務管理上の諸現象に対する,

森の理論分析 をいくつか参照 しておきたい。

まず QC活動についてこう述べる。

わが国のQC活動は, コスト低減運動としての役

割も果していることは明らかであるが, このQC活

動も本来自主的なインフォーマル・グループによる

べきものであるとはいえ,わ が国ではこれを上から

奨ようしており,PR,ィ ンフォーマル・リーダーヨ1

練,QC活動の全般的事務等は人事・労務職制で担

う場合が多く,ZD運動と同様に現代労務管理活動

の一環としての意味をもっている3)。

つぎに「終身雇用慣行」に関 して森はこういう。

今後の低・中経済成長期で国際的にも国内的にも

競争が激成化することを考えると,経営としてはむ

しろこの慣行を大幅に修正して,雇用の弾力化と有

能者の中途採用の行い易い雇用制度に切り替えたい

のが「ホンネJであると見てよい。そこで「終身雇

用慣行Jを 直接に否定することによって,経営モラー

ルの低下と企業労使関係の不安定化とが生ずること

は避けつつ,こ の1員行を弾力化することが経営に

とっては最も得策になる。すなわち, この慣行のも

つ経営にとってのメリットであるモラール維持と企

業労使関係の安定という機能と, この慣行のもつ経

営にとっての経済的デメリットの大きさとを勘案した

結果であると見られよう。したがって今後の展望と

しては,こ の慣行を実質的に崩しても経営モラール

が維持でき, また企業労使関係の安定をはかりえる

新しい労務管理施策を模索・開発するという方向を

迪るのではあるまいか4、

さらに森はこういうことに言及する。

ただ日本人の習性的欠陥とも見られるが,実施結

果に対する「評定Jは 弱体であり,い わゆるフィー

ドバック機能が十分には慣習化されていない。この

ことは労務管理における評定機能である「労務監査」

ないし「労務評定Jの普及度が著しく低いという課

果を生んでいる5)。

要するに森は「労務管理の 日本的現代化」の方

途 として, 日本では米欧流の 〈ライン中心型労務

管理〉はほ とんど形成されていない状態にあるが ,

しか し日本では,タ テ社会的でヨコの有機的結合

が弱いというライン中心型によらない く職場の労

務管理〉を必要に応 じて開発 している, というふ

うに 日本の労務管理の現状 に関す る発言 をお こ

なっている。彼はその うえに, 日本人の心理特性

であるぷ清性の強い状況に適応 した個人管理の諸

技法 と, 日本的「集団主義」 を活用 した職場の集

団管理の諸技法 との開発による,〈職場 の労務管

理〉という現代労務管理の主要な一環を,《 日本的

形態》において開発するにいたるであろうことを

展望 し予想するという。とはいえ,「 日本的現代化J

は現代的原理 と日本的習性の調和である総合が必

要であり,こ のような「日本的現代化」の原理が

定着 し,有効に実践化されるかどうかが,今後の

日本労務管理の発展への鍵であろうとも述べてい

る
6)。

以上,森がいう,「 日本的労務管理Jのあり方に

関 して,つ まり労務管理に対する経営実践的ない

し経営実践への批判的学問営為か らす る現状分

析・未来展望に関 しては, これを日本の学者がお

こなう論究の方法 としてみるとき,正論的な志向

性を具有しうる実質がある, と評価してよいだろ

う。だが筆者は,森の経営労務論・労務管理論に

ついてなお一抹の疑間をぬ ぐいされないでいる。

というのは批判されるべ き問題点が彼の所論には
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